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琵琶湖・淀川の豊かな恵みを未来へ
豊かな自然と美しい水に恵まれた

琵琶湖・淀川は、古くから関西発展
の礎として、関西に住まう私達の生
活、経済活動を支えてくれただけで
なく、その周辺に生み出される豊富
な水辺空間が精神面で計り知れない
潤いをもたらしてくれました。
しかしながら、特に高度成長期以

降、経済活動の急速な進展やライフ
スタイルの変化により水質が悪化し、
下水道整備や排水規制といった対策
はとられてきたものの、近年、琵琶
湖では毎年のように淡水赤潮やアオ
コが発生し、淀川ではカビ臭や微量
有害物質による飲料水の問題が生じ
ています。
このような琵琶湖・淀川の水環境

を21世紀に向けて、抜本的に改善し
ていくためには、国の関係機関、流
域自治体だけでなく、そこで生活す

る住民の方々、活動する企業の方々
が共通理念の下に一体となって、ラ
イフスタイルや社会システムを、「資
源浪費型」から自然環境との共生が
可能な「循環代謝型」に変えていく
ことが必要だと存じます。
そのためにはまず、流域のあらゆ

る方々が琵琶湖・淀川の水環境に関
する情報にいつでも気軽に接し、共
通の認識を築いていくことが大切だ
と考え、このたび、（財）琵琶湖・淀
川水質保全機構では、機関紙「ＢＹ
ＢＬＵＥ」を発行し、少しでも多く
の皆様に琵琶湖・淀川の水環境の情
報提供を行うことに致しました。
琵琶湖・淀川は我が国古来の文明・
文化を育んだ「日本文明のゆりかご」
ともいえる日本の貴重な財産であり
ます。この琵琶湖・淀川の美しさを守
り、次世代に継承していくことは、関

西に生きる私達に課せられた使命で
あり、日本全体のためにも、果たすべ
き社会的責務であると思います。
この「ＢＹ ＢＬＵＥ」が、われわれ

のそうした願いの実現に向けた一助
になることを心から願っております。

小林　庄一郎
財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構

理事長

城北公園（大阪市旭区）から東淀川区へ――公園側のワンド群と向こう岸のヨシ群を渡す菅原城北大橋。
活気と喧噪、街と街との間を渡る旅は、車ならほんの数十秒。でも、そのつかの間、小さな生命たちの確かな息吹と、

深い水色の安らぎを感じる。ここは都会の真ん中の貴重な安らぎ空間。
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琵琶湖・淀川流域は三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、及び奈良の
2府4県にまたがり、

流域面積は約8240Hに及ぶ、わが国でも有数の大流域。
ここに50種以上もの固有種や、日本の天然記念物指定魚4種中の2種が

生息しているという事実をごぞんじでしたか…楽�
園
楽�
園�

特
集

琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
は
近
畿
圏
の
社

会
、
経
済
を
支
え
る
水
源
で
あ
る
と
と

も
に
、
淡
水
魚
や
水
鳥
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
生
き
物
た
ち
の
生
息
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
魚
た
ち
に
つ
い
て
み
る
と
、

琵
琶
湖
に
は
純
淡
水
域
に
生
息
す
る
魚

類
の
ほ
と
ん
ど
（
約
60
種
）
が
生
息
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
12
種
（
亜
種
を
含

む
）
が
ホ
ン
モ
ロ
コ
や
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
、

ビ
ワ
コ
オ
オ
ナ
マ
ズ
と
い
っ
た
琵
琶
湖

だ
け
に
生
息
す
る
固
有
種
で
す
。

淀
川
で
は
49
種
の
魚
類
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
中
で
も
多
い
の
が
コ
イ
科
の

魚
た
ち
。
現
在
21
種
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

淀
川
が
淡
水
魚
の
宝
庫
で
あ
り
続
け

て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
ワ
ン
ド
に

あ
り
ま
す
。
流
れ
が
速
い
本
流
で
は
棲

め
な
い
魚
も
こ
こ
で
な
ら
大
丈
夫
、
淀

川
全
体
で
約
３
０
０
万
尾
の
魚
た
ち
が

棲
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
約
１
／
３
が
ワ
ン
ド
で
生
息

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
タ
セ
ン

パ
ラ
や
ア
ユ
モ
ド
キ
も
ワ
ン
ド
生
息
組

な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
汚
濁
物
質
の
流
入
に
よ
る
水
質
の

悪
化
や
、
湖
岸
や
河
川
の
改
変
に
よ
る
ヨ
シ
帯
や

ワ
ン
ド
の
減
少
に
よ
っ
て
、
生
き
物
た
ち
が
棲
む

環
境
は
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
生
き
物
た
ち
は
、
私
た
ち
と

同
じ
琵
琶
湖
・
淀
川
の
水
を

”生
命
の
水
“と
し

て
生
き
る
仲
間
た
ち
―
。
現
在
琵
琶
湖
で
は
、
ヨ

シ
群
落
を
保
全
し
た
り
、
淀
川
で
は
多
自
然
型
の

川
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、
生
き
物
た
ち
の
棲
み
や

す
い
環
境
を
積
極
的
に
保
全
し
、
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
人
や
魚
や
鳥
た
ち
が
共
存
し
合
え
る
未
来
に

向
け
て
、
私
た
ち
も
日
々
の
暮
ら
し
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
て
み
る
べ
き
時
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね

…
。

琵琶湖・淀川

生き物
ウォッチング

①今津浜（今津町）②菅原城北大橋周辺（大阪市）③八幡堀（近江八幡市）④宮ケ浜（沖島町）
⑤淀川新橋（寝屋川市）⑥ヨシ⑦ウツセミカジカ⑧ヤマトカワニナ⑨カワウ
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“生命の水”に生きる仲間たち

白いサギの中では最も多くいる
種類で、カラスくらいの大きさ。
林や水田、湿地でもよく見られる。

コサギ

琵琶湖
固有種を含め、1000種を超える生き物が棲んでいる琵琶湖は、
400万年以上の歴史をもち、淡水生物の進化の状況が目の当た
りにできる世界でも数少ない湖のひとつです。

琵琶湖の固有種。体長は最大で
も15cm。湖の中層を群泳し、動
物プランクトンを主食とする。素
焼きにして食べると美味。

ホンモロコ ●5

独特の顔つきが特徴。体長は
40cmぐらいにまで成長する。琵
琶湖の固有種だが、近年その数は
減少の傾向にある。

ワタカ ●2

体長1m近くになる日本最大の
サギで、魚を主食とする。琵琶湖
周辺では年中見られ、竹生島など
の高い木の上に巣を営む。

アオサギ ●3

年間を通じて普通に見られる小
型の水鳥。「にお」とも。琵琶湖
岸のヨシ原や内湖の水上に浮き巣
を作る。滋賀県の県鳥。

カイツブリ ●1

琵琶湖固有種のシジミで、大き
いものは4cmを超える。琵琶湖
の貝類の中で最も重要な漁獲資源
だが、近年漁獲高は激減。

セタシジミ ●6

琵琶湖の固有種で湖底平原に
すむ。夜間、餌を求めて中層を泳ぎ、
フナやアユを食べる。体長は最大
で１m20cmに達するものも。

ビワコオオナマズ

体長60cmほどに成長するマス
で、サツキマスの琵琶湖固有亜種
とされている。5～7月は脂がの
っており、極上の味である。

ビワマス ●7

子持ちのメスは湖国名産「フナ
ズシ」の原料となる。琵琶湖の固
有亜種で沿岸部にすむが、近年減
少が著しい。

ニゴロブナ ●8

高さ3～4mにもなる大型の抽
水植物。全国の湖沼に分布するが、
特に琵琶湖では湖岸の生態系を支
える重要な植物。

ヨシ ●9
下あごの突き出したハゼで琵琶

湖の固有種。体長は5～8ｃｍ。
冬にすき焼きにしたり、大豆とと
もに煮たりするとおいしい。

イサザ ●4
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淀　川
淀川流域で確認されている魚類は49種。
この生息数は日本の淡水魚の3分の1強に相当し、
淀川流域の環境条件の多様さをあらわしています。

数多いカモの仲間の中でもただ
一種、大阪で繁殖するカモ。また、
子だくさんでも知られ、グエッグ
エッと鳴く。

カルガモ ●1

体長はふつう20～40ｃｍほど
だが、まれに50ｃｍを超えるこ
とも。フナの中では体高が高く、
タイのような形をしている。

ゲンゴロウブナ ●8

淀川水系と濃尾平野・富山平野
にだけ分布する貴重な魚。その減
少が著しいため、昭和49年に天
然記念物に指定された。

イタセンパラ ●2

淀川に分布するものの、非常に
数少ない魚。5～7月に卵を産み、
全長は10～15cmに。昭和52
年、天然記念物に指定。

アユモドキ ●3

淀川では5～6月ごろ大阪湾か
らのぼってきた天然アユが見られ
る。瀬や淵の岩のまわりになわば
りを作る習性がある。

アユ ●4
琵琶湖・淀川水系と濃尾平野に

分布。全長は10～12cm。砂地
の底にすみ、体色は砂の色とよく
似ている。

スゴモロコ ●5
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水草の多い岸辺にすみ、ミジン
コ・水草・魚肉などを食べる。3
～8月に卵を産み、体長5ｃｍく
らいにまで成長する。

スジエビ ●7

山間部の一部のため池のみにい
るきわめて数の少ない魚。5～6
月にカラスガイやドブガイなどの
2枚貝に卵を産みつけ、全長3～
4cmになる。

ニッポンバラタナゴ ●6

「勝野津の港から紅葉浦へ続く大きな湾は、幾つもの
川が注ぎ込んでいるうえに、沖合は水深が深く、琵琶
湖周辺でも特に良質の淡水魚が豊富に捕れる漁場です。
でもここ10年、イサザやシジミなどを中心に漁獲量が
減少していて、フナずしの材料のニゴロブナに至って
は、ひところの10分の1以下。伝統のフナずしづくりを
継続するのも困難な状況なんです。
水田からの農薬の流出や乱獲など、魚が減った原因

はさまざま考えられますが、これまで開発のために、
水を浄化する作用のある内湖や、魚や小動物のすみか
でもあるヨシ地を壊して来た─その結果でもあるわけ
ですよね。
昭和40年代後半までは、琵琶湖にはヨシ群落がたく

さんあったし、近所の
川にはザリガニやメダ
カもいた。伊吹山も
青々としていました
よ。あのころの自然の
姿をとりもどしたいで
すね。環境や、そこに
棲む生き物のことを考
えた施策をしっかりや
っていけば、不可能で
はないと思いますよ」 フナずし「総本家・喜多品」

当主北村　眞一さん

「淀川の流域には約50種類の魚がいますが、流水系の魚は少なく、
ほとんどが静水系の魚。そういう魚たちにとってワンドは格好の生
息の場です。しかし、淀川流域に600近くもあったワンドは、現在
では70あるかどうか。最近では意識的にワンドを残したり、人工的に
ワンドをつくったりといったことも行われていますが、ワンドのよう
な多様性のある環境を人間の力でつくりだすことは非常に難しいです
ね。
最近の調査では、スゴモロコが増え、逆に淀川のワンドの中心だ

ったフナが減ってきています。これが自然の変化によるものなのか
人為的なものかは分かりません
が、魚たちは自然の水循環の中で
生きて来て、どうやったら種を残
せるかという繁殖戦略をそれぞれ
にもっている──人間が水循環を
コントロールし始めるとそれに対
応できず、繁殖できない魚もでき
てくるのです。これからは、人間
のエネルギーで自然を押さえ付け
るばかりでなく、できるだけ自然
の力にまかせることも大切ではな
いでしょうか」

大阪府立淡水魚試験場

場長矢田　敏晃さん

●1



4

水の未
来が�

見えて
くるー

�

浄化設備づくりのための琵琶湖・�
淀川水質浄化共同実験センター�Biyoセンター�

（ビヨ）�

●
水
路
型
植
生
浄
化
実
験
施
設

５
本
の
水
路
で
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ

ー（
炭
素
繊
維
）が
あ

る
水
路
と
な
い
水
路

で
水
質
の
比
較
を
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

植
物
を
植
え
、
水
質

浄
化
の
特
性
の
違
い

を
調
べ
ま
す
。

●
深
池
型
浄
化
実
験
施
設

深
さ
２
m
の
水
槽
に
水
辺
の
生
物
が
生

息
す
る
環
境
を
再
現

し
、ヨ
シ
や
コ
カ
ナ
ダ

モ
な
ど
、
水
辺
の
植

物
や
水
生
動
物
と
土

な
ど
が
ど
の
よ
う
に

し
て
水
を
き
れ
い
に

す
る
の
か
、
そ
の
仕

組
み
を
調
べ
ま
す
。

●
浅
池
型
植
生
浄
化
実
験
施
設

深
さ
30
cm
の
水
槽
に
ク
レ
ソ
ン
や
ミ
ン
ト

な
ど
の
植
物
を
水
耕
栽
培
し
、
水
辺
の
生
物

が
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
を
、
実
際
の

施
設
に
も
う
ま
く
取
り
入
れ
運
営
で
き
る
か

を
調
べ
る
た
め
の
実
験
施
設
で
す
。

●
高
度
処
理
実
験
施
設

凝
集
剤
（
汚
染
物
質
を
大
き
な
塊
に
し

て
沈
み
や
す
く
す
る
薬
品
）
の
物
理
・
化

学
的
な
性
質
を
利
用
し
て
、
窒
素
、
リ
ン
な

ど
微
細
な
汚
濁
物
質
を
凝
集
し
、
ろ
過
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
水
を
高
度
に
浄
化
す
る

実
験
を
行
い
ま
す
。

●
簡
易
膜
ろ
過
実
験
施
設
　

極
微
細
な
空
隙
を
有
す
る
膜
に
河
川
水

を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
汚
濁
物
質
を
除

去
し
ま
す
。
長
期
間
の
連
続
運
転
を
行
い
、

実
際
に
使
用
す
る
際
の
条
件
や
維
持
管
理

の
手
法
を
把
握
し
ま
す
。

●
浸
透
ろ
過
型
実
験
施
設

赤
玉
土
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
ろ
材
の
特

性
や
効
果
に
つ
い
て
調
べ
、
水
を
浄
化
す

る
の
に
適
し
た
条
件
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
土
壌
浄
化
実
験
施
設

赤
玉
土
や
黒
ボ
ク
土
な
ど
の
ろ
材
で
深

さ
1.8
m
の
層
を
つ
く
り
、
そ
の
土
壌
の
中
を

水
が
通
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
き

れ
い
に
な
る
か
、
そ
の
効
果
を
実
験
し
ま

す
。

●
ソ
フ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
浄
化
実
験
施
設

ソ
ー
ラ
ー
発

電
を
利
用
し
て

水
を
く
み
上
げ
、

活
性
炭
な
ど
の

ろ
過
フ
ィ
ル
タ

ー
を
通
し
、
水

を
き
れ
い
に
す

る
実
験
を
行
い

ま
す
。

BY BLUEリポート

●
多
自
然
型
水
路
実
験
施
設

自
然
の
河
川
に
近
い
石
や
土
で
で
き
た

水
路
に
水
生
植
物
を
植
え
、
生
物
の
定
着

状
況
や
水
の
浄
化
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
る
の
か
を
調
べ
ま
す
。

●
わ
ん
ど
型
実
験
施
設

実
際
の
湖
岸
を
仕
切
っ
て
人
工
わ
ん
ど

を
つ
く
り
、
ヨ
シ
の
育
成
状
況
、
水
辺
の

生
態
系
の
形
成
や
浄
化
効
果
を
調
べ
ま
す
。

●
な
ぎ
さ
型
実
験
施
設

湖
岸
に
い
ろ
い
ろ
な
高
さ
の
防
波
ブ
ロ

ッ
ク
を
設
置
し
て
、
ヨ
シ
が
生
育
し
や
す

い
地
盤
を
つ
く
り
、
ヨ
シ
の
生
育
状
況
や

浄
化
効
果
を
調
べ
ま
す
。

水
質
改
善
技
術
の
研
究
、
開
発
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
、
水
質
浄
化
事
業
の
Ｐ
Ｒ

の
場
と
し
て
、
平
成
9
年
７
月
末
、
滋
賀

県
草
津
市
に
誕
生
し
た
琵
琶
湖
・
淀
川
水

質
浄
化
共
同
実
験
セ
ン
タ
ー
・
Ｂ
ｉ
ｙ
ｏ
セ

ン
タ
ー
。
今
回
は
Ｂ
ｉ
ｙ
ｏ
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
11
の
実
験
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

イ・ン・タ・ビ・ュ・ー

これまでも、下水道整備や工場排水
規制など、水質保全対策が積極的に行
われてきましたが、ＢＩＹＯセンター
は、これらの対策に加えて、河川や湖
沼の直接浄化に取り組むためにつくら
れた実験施設です。単に水をきれいに
する方法を開発するだけでなく、実際
のフィールドで活用する際の維持管理
に関する総合的なデータも提供してい
きたいと思っていますし、水質保全の
大切さを啓発する施設として、一般の
皆さんにも分かりやすい存在でありた
いと思います。
現在も、企業や大学などからの実験

申し込みや問い合わせが多く寄せられ
ていますが、立ち
止まらず、常に実
験の幅を広げてい
く、アクティブな
実験施設を目指し
ます。

琵琶湖・淀川水質浄化
共同実験センター

所長中山　繁
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琵
琶
湖
・
淀
川

水
環
境
の
現
況

改
善
傾
向
の
一
方
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

環
境
基
準
を
上
回
る

琵
琶
湖
の
C
O
D

近
畿
１
４
０
０
万
人
の
暮
ら

し
を
支
え
る
水
資
源
と
し
て
、

ま
た
、
豊
か
な
生
態
系
を
育
む

自
然
の
宝
庫
と
し
て
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
多
く
の
恵
み
と
潤

い
を
与
え
て
く
れ
る
琵
琶
湖
・

淀
川
で
す
が
、
そ
の
水
質
は
昭

和
30
年
代
の
高
度
経
済
成
長
を

機
に
、
流
域
人
口
の
増
加
や
社

会
環
境
の
変
化
の
中
で
汚
濁
が

著
し
く
進
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
排
水
規
制
や
下

水
道
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
、

淀
川
の
水
質
は
改
善
傾
向
を
示

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
水

質
汚
濁
は
淀
川
流
域
全
体
に
拡

大
し
、
冬
期
の
ア
ン
モ
ニ
ア
性

窒
素
濃
度
の
上
昇
や
微
量
有
害

物
質
の
混
入
と
い
っ
た
現
象
が

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖

や
ダ
ム
湖
で
は
カ
ビ
臭
や
ア
オ

コ
が
慢
性
化
し
、
水
質
は
い
っ

こ
う
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
水
質
汚
濁
が
続
く
と
、

琵
琶
湖
・
淀
川
に
棲
む
生
物
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
態
系
に

変
化
が
生
じ
る
の
で
は
と
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
※

C
O
D
の
値
を
み

る
と
、
北
湖
で
は
昭
和
53
年
度

に
2
･
4
m
／
r
ま
で
増
加
、
そ

の
後
改
善
さ
れ
、
昭
和
59
年
度

に
1
･
9
m
／
r
と
減
少
し
ま
し

た
が
以
降
は
漸
増
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
南
湖
に
お
い
て
は
3
･
0

m
／
r
前
後
の
さ
ら
に
高
い
値
で

推
移
し
、北
湖
、南
湖
と
も
に
環

境
基
準
値（
1
m
／
r
）
を
達
成

し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
淀
川
の
※

B
O
D
を
み

る
と
、
大
部
分
の
水
域
で
環
境

基
準
を
達
成
し
て
お
り
、
水
系

全
体
に
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
寝
屋
川
な
ど
都
市
域

を
流
下
す
る
中
小
河
川
で
は
、

依
然
と
し
て
汚
濁
が
続
い
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

汚
濁
物
質
は
ど
こ
か
ら
排
出

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
汚
濁

物
質
の
排
出
量
を
排
出
源
別
に

み
て
み
ま
す
。

琵
琶
湖
流
域
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
排
出

量
を
み
る
と
、
こ
の
周
辺
地
域

で
は
下
水
道
の
整
備
率
が
低
い

こ
と
か
ら
、
下
水
処
理
場
で
処

理
さ
れ
な
い
雑
排
水
や
工
場
排

水
な
ど
に
よ
る
人
為
系
（
生
活

系
・
工
場
系
・
畜
産
系
）
が

41
･
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
畑
や
山
林
、
雨
天
時

に
市
街
地
か
ら
流
入
す
る
雨
水

な
ど
自
然
系
の
も
の
と
降
雨
や

地
下
水
に
よ
り
流
入
す
る
も
の
、

つ
ま
り
面
源
負
荷
が
58
･
４
％

を
占
め
、
水
質
悪
化
の
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
方
、
淀
川
流
域
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

排
出
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ

の
流
域
は
下
水
道
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
人
口
が
多
い

た
め
、
雑
排
水
や
工
場
排
水
、

下
水
処
理
水
な
ど
人
為
系
か
ら

の
排
出
が
87
･
４
％
と
な
り
、

水
質
悪
化
の
主
な
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
・
淀
川
の
水
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
に
お
い
て
は
、
田
畑

で
の
施
肥
管
理
や
農
地
排
水
の

循
環
利
用
、
内
湖
の
活
用
、
下

水
道
整
備
や
超
高
度
処
理
を
行

う
な
ど
で
す
。
淀
川
に
お
い
て

は
、
下
水
の
高
度
処
理
や
汚
濁

が
著
し
い
下
流
河
川
の
直
接
浄

化
・
浄
化
用
水
の
導
入
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
節
水
や
ゴ
ミ
再
利
用
な

ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

を
し
た
り
、
社
会
経
済
活
動
を

環
境
調
和
型
へ
変
え
る
な
ど
、

住
民
、
企
業
、
行
政
、
各
種
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
水
環
境
問

題
に
取
り
組
み
、
根
本
的
に
解

決
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

美
し
く
恵
み
豊
か
な
湖
と
川

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
課
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

8年�5年�平成元年�60年�55年�50年�昭和47年�

環境基準値�

環境基準値�
北湖�

南湖�

（M/R）�

琵琶湖のCODの推移�
（平成9年度版滋賀県環境白書より作成）�

（M/R）�

0

2

4

6

8年�5年�平成元年�60年�55年�50年�昭和47年�

淀川上流のBODの推移�
（枚方大橋地点：大阪府環境白書により作成）�

COD BOD

水
質
汚
濁
の
原
因

水
質
改
善
の
た
め
の

対
策

琵琶湖流域のCOD排出負荷フロー�

負荷量の単位：kg/日�
（　）は構成比率�

田
・
畑�

地
下
水�

降
水
・�

�
農地排水�

21，413（26.7％）�

�
雑排水等�

12，168（15.1％）�

�
自然負荷�

1，2657（15.8％）�
�

7，147

（8.9％）�

山
　
林�

市
街
地�

�
5，662

（7.0％）�
工
　
場�14，477�

（18.0％）�

処理水�排水・水害�
規制・施設�

人�

家
　
畜�

生
活
系
負
荷�

4，507�
（5.6％）�

1，719�
（2.1％）�

628（0.8％）�

処理水�

生活排�
水し尿�

浄化槽�
下水処理場�

野積・堆肥化�
山林・畑散布�

�排水処理�

す
る
問
題
も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
、
１
９
７
９
年

の
化
学
物
質
汚
染
防
止
条
約
、
１
９

８
５
年
の
塩
化
物
汚
染
防
止
条
約
、

そ
し
て
、
１
９
８
７
年
の
ラ
イ
ン
川

行
動
計
画
な
ど
、
ラ
イ
ン
川
の
水
質

管
理
に
関
す
る
国
際
的
な
取
り
組
み

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。１

９
７
５
年
か
ら
１
９
８
６
年
の

間
に
、
主
な
工
場
プ
ラ
ン
ト
、
町
や

地
域
共
同
体
か
ら
出
さ
れ
る
排
水
が

汚
水
処
理
装
置
を
通
る
よ
う
に
な

り
、
ラ
イ
ン
川
の
溶
存
酸
素
は
徐
々

に
増
加
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
前

出
の
ラ
イ
ン
川
行
動
計
画
に
お
い

て
、
２
０
０
０
年
前
後
ま
で
に
以
前

ラ
イ
ン
川
に
生
息
し
て
い
た
高
等
生

物
種
（
例
え
ば
鮭
）
が
川
に
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
ラ
イ
ン

川
の
水
を
将
来
も
飲
用
水
と
し
て
供

給
で
き
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲

げ
、
さ
ら
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
の
報

告
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
が
定
め
た
45
の

対
象
物
質
の
ラ
イ
ン
川
へ
の
流
入
量

は
１
９
５
５
年
ま
た
は
１
９
９
０
年

と
比
べ
１
９
９
２
年
ま
で
に
50
〜
１

０
０
％
も
削
減
で
き
、
ラ
イ
ン
川
の

水
質
は
劇
的
に
向
上
。
行
動
計
画
の

有
用
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。

ラ
イ
ン
川
の
汚
染
は
、
既
に
２
０

０
年
ほ
ど
前
か
ら
国
際
問
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
１
９
４
９
年
、
オ

ラ
ン
ダ
の
飲
料
水
の
原
水
（
伏
流
水
）

に
ま
で
汚
染
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｒ
の
主
な
仕
事
は
、
ラ
イ
ン
川
の

汚
染
を
詳
細
に
分
析
（
特
徴
・
程

度
・
原
因
）
し
、
評
価
す
る
こ
と
・

ラ
イ
ン
川
を
守
る
た
め
の
行
動
を
提

案
す
る
こ
と
・
国
際
的
な
条
約
を
起

草
す
る
こ
と
…
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
ラ
イ
ン
川
の
水
質
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
り
、
70
年
代
初
め

に
は
大
量
の
未
処
理
の
汚
水
が
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
増
加
を
引
き
起
こ
し
、
ラ
イ
ン

川
に
含
ま
れ
る
酸
素
量
の
減
少
は
危

機
的
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
水
に

棲
む
動
物
種
の
数
は
減
り
続
け
、
さ

ら
に
、
有
害
で
蓄
積
性
の
重
金
属
が

魚
の
中
に
た
ま
っ
た
り
沈
殿
し
た
り

淀川水系のBOD排出負荷フロー�

淀
川
水
系�

負荷量の単位�
：kg/日�
（　）は構成比率�

山
　
林�

市
街
地�

宅
地
・�

自然負荷�
6，089

人�

雑排水等31，978�
（38.1％）�

（7.3％）�

田
・
畑�

工
　
場�

生
活
系
負
荷�

畜
　
舎�

農地排水�
2，323

（2.8％）�
�

2，084

19，384（23.1％）�

8，247（9.8％）�

処理水�

生活排水�
し尿�

11，899�

（14.2％）�

処理水�
工場排水�

1，849�

（2.2％）�

家畜負荷�

（2.5％）�

処理水�
下水処理場�

野積・堆肥化�
山林・畑散布�
排水処理�

除害施設�
排水規制�

※ＣＯＤ…化学的酸素要求量のこと。水中の汚濁物質が化学的に酸化
されるとき必要とする酸素の量をいいます。この数字が大きいほど水
は汚れていることを示します。

※ＢＯＤ…生物化学的酸素要求量のこと。水中の汚濁物質が微生物に
よって酸化分解されるとき必要とする酸素の量をいい、この数字が大
きいほど水は汚れていることを示します。

用 語 の
説 明

海�外�調�査�団�報�告�

ラ
イ
ン
川
に
お
け
る
水
質
の
現
状
と

国
際
ラ
イ
ン
汚
染
防
止
委
員
会
の
活
動

琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
は
近
畿
６
府
県
の
異
な
る
行
政
区
域

に
ま
た
が
り
、
複
雑
な
水
利
用
形
態
を
織
り
な
し
て
い
ま
す

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
９
つ
の
国
を
流
れ
る
ラ
イ
ン
川
も
、
琵

琶
湖
・
淀
川
流
域
と
同
様
の
形
態
を
呈
し
て
い
ま
す
。
国
際

ラ
イ
ン
汚
染
防
止
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
は
ラ
イ
ン
川
の
水

質
保
全
に
取
り
組
む
組
織
。
琵
琶
湖
・
淀
川
水
質
保
全
機
構

は
１
９
９
５
年
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
の
間
で
研
究
及
び
技
術
分
野
で

の
交
流
協
定
を
結
び
、
そ
の
連
携
を
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の

水
質
保
全
事
業
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
取
り
組
み
に

大
き
な
役
割

再
び
ラ
イ
ン
に
鮭
を
…

劇
的
な
水
質
向
上



（財）琵琶湖・淀川水質保全機構は、淀川水系における河川・湖沼水の水質浄化技術
及びこれに関連する技術に関する研究開発、水質浄化事業の支援等を行うことにより、
淀川水系の水質保全に寄与し、もって潤いのある地域社会の形成と、関係住民の生活
環境の向上に資することを目的としています。

B YQ

財団
法人琵琶湖・淀川水質保全機構
Lake Biwa-Yodo River Water Quality
Preservation Organization

〒541-0041 大阪市中央区北浜1丁目1番30号 横井北浜ビル3階 q06（202）1267（代表） FAX06（202）1317

編 集 後 記
琵琶湖・淀川の青く美しい恵み豊かな環境を取り戻すことを願

って、このたび、琵琶湖・淀川流域の水環境情報誌「ＢＹ ＢＬＵ

Ｅ」を創刊いたしました。発刊は年４回を予定しております。

流域に住む方々をはじめ行政、企業等に携わっておられる方々

が、琵琶湖・淀川の恵みを受けていることをまず実感し現状を理

解していただくことが、琵琶湖・淀川の水環境の改善へ一歩近づ

くことになるものと信じております。上流と下流域、行政と民間

をつなぐ交流誌として、「ＢＹ ＢＬＵＥ」がお役にたてるよう頑

張っていきますのでよろしくお願い申し上げます。（Ｍ.Y.＆Ｓ.Ｔ.）

BY BLUE TOPICS

当機構がこれまでに実施してきた事
業や、琵琶湖・淀川水質浄化共同実験セ
ンターの各実験施設を紹介。水環境保全
に関する新技術や催し情報の発信も。

「水のある風景」写真募集

水環境情報をインターネットで http://www.byq.or.jp

※ほかにも講演会、シンポジウムの開催案内などのほか、このBY BLUEの内容もご覧いただけます。お気軽にアクセスしてみてください。

琵琶湖・淀川の水環境を流域の行政機関、企業、研

究者、住民等の皆さんに幅広く理解していただき、今

後の当流域の水質改善にそれぞれの立場から役立てて

いただくために、当機構ではインターネットのホーム

ページを開設し、水環境情報をお届けしています。

人々が憩う淀川、水鳥たちが遊ぶ琵琶湖…

…あなたが写し撮った琵琶湖・淀川流域の風

景写真をBY BLUEにお寄せください。優秀

作品は、当誌「水のある風景」のページでご

紹介させていただき、記念品をお贈りします。

たくさんのご応募お待ちしています。

［応募要領］①撮影場所・撮影年月日②住所・氏名・電話
番号を明記して下記へ郵送してください。

〒541-0041 大阪市中央区北浜1-1-30  横井北浜ビル3F
財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構
「水のある風景」係

※できるだけポジフィルムでご応募ください
※応募いただいた作品はご返却できませんのでご了承ください（ ）

E-mail:biyokiko @byq.or.jp

TOPICS

流域の概要や水利用の概要、水質保
全対策「ＢＹＱ水環境レポート」に掲
載した琵琶湖・淀川水系の水環境情報
をお届けしています。

INFORMATION

機構がこれまでに発行した出版物な
どの概要をご紹介しています。

PUBLISHING




